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19.当院における上部j草花管緊急内視鏡検査の実態
(特に出血源が胃潰蕩症拐について)
土星聖二，梯沢孝夫，高林克日己
平井康夫，岡部哲昭，鈴木 勝
浅田学，伊良部徳次，長谷JI[浩一
吉沢燕，諾橋芳夫〈旭中央〉
当院の最近3年間の緊急内視鏡検査数は， 107件であ
り，疾患別では胃潰蕩，十二指腸讃療が多く，胃讃蕩の
中では胃体上部後壁が多く高年齢の男性である。緊急内
視鏡検査によ担出車部位の確認，出血量の推定，現在の
出血状態を直視可能の点試$課存的治療の可能性，。手
術時期の遺確な決定，⑤手術梼式の決定に役立つ。上部
消化管緊急内視鏡検査が吐下車主訴とした患者にとっ
て，治療方針の決定上安全かっ必須の検査で、あると考え
られる。 
20.腹腔鏡診断の詞題点
久講葦境，林亘諒，小中蓄諮
〈東京女子塁科大・謂イヒ器病センター) 
ag和48年から53年まで 6年間の援陸鏡撞行例949例に
ついて検討した。 Kalk以来，赤色肝，白色月五議紋月干，
結室開干の分類がー殻的だが，これはウイルス性肝炎の進
展型に合わせたもので也疾患でこれに入らないものもあ
る。さらに白色貯が大半を占めることは，ここに多種の
組織像を呈す症例が入ることを示す。組織診断をまたず
とも好表面の所見から，もう少し立ち入った診断を腹腔
鏡的につけてよいのではないか考えられる。 
21.蕗の血管遺影例について
内海勝夫，菅ヶ谷純弘，真相豊太郎
金田丞亮(着水厚生)
清水厚生病院で最近3年間記経験した捧疾患の血管造
影法16挺で内わけは震性捧炎7新j捧彊蕩9挺であり，男
女詑は10:6であった。年齢Jj!Jで辻50歳弘上が14例と大
半を占めた。症例中より棲陸捧炎 1倒醇癌4例を ERCP， 
DIC等と共に供覧し， その血管変化について述べた。
診新や範囲の決定にあたって詰他の検査所見と合わせて
行なうことが望ましい。今後は靖度を高めていくことを
考えたい。 
22.当蔑における過去 3年間の PTC-D蓮例の検討
広間昇，菅ヶ谷純弘，高祖豊太郎
金串丞亮〈清水厚生〉
過去3年男に当院で行なった影録下室達法による 
PTC-D症例は14例で，合併症の発生もなく， ピジノレピ
ン抵下率， ドレナージ後生存月数などの面でも員好な結
果を得ている。又最近総胆管胆石症の乳頭窃開に擦し，
感染対策などに PTC-Dを恋用し，無事担石排出をみ
た症例を経験した。
〔特別講演〕
イン合一フェ 2ンに欝する最近の話題
桑司次男
インターフヱロンは DNA型ウイノレスおよび RNA
型ウイルスをふくめた幅広いウイルスに対してその増殖
を抑制することが1960年代にすでに判明していた。しか
しながち，ワイルス病に対するその臨床応用が祖まれて
いた最大の涼因はその大量生産の困難さにあった。イン
ターフエロンの作用には種特異性があ!:J， ヒトの疾病の
治療のためにはとトの締結で作られたインターフエロン
を用いなければならない。最近ヒトインターフエロンの
生産方式が迂ぽ確立されるにいたった。現在ヒトインタ
}フエロンの生産方法としては次の 3方法がある。
(工)供血者甫来のとト岳血球を用い， Sendaiウイル
ス (HVJ)でインターフエロンを誘発する法。 
(2)ヒト 2倍体隷維芽締抱を用い， 二重鎮 RNAで
ある poly1. Cによる超誘発法。 
(3) Burkitt 9ンパ腫由来の Namalva株結躍を用い， 
Sendaiウイノレスあるいは NVDウイノレスでインターフ
エロンを誘発する法。
出血球インターフエロンの製法はヘノレシンキの Can-
tel1の多年の努力によって確立されたものである。今ヨ
スウエ}デン，アメヲカなどで治嬢実験に用いられてい
るものはフィンランドの PublicHealth Laboratory， 
および赤十字中央研究所で生産されたヒト白血球インタ
ーフエロンである。最近アメリカや日本でも白血球イン
ターフエロンを大量生産しようとする気運が高まってい
る。
線維芽紹胞インターフエロンの生産にはヒト 2倍体競
維芽細胞を用いるため，プーノレしたとト岳血球を用いる
場合とことなり未知のウイルスなどの混入が避けられる
和点のあることが指摘されているが，大量生産は必ずし
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も容易でない。更に白血球インターフエロンと比較し
て血中濃度が上予にくく，それがどのような機作に基く
ものか未だ明らかにされていない。
インターフエロンの有効性が証明されても，それがあ
まりに高値であっては広く黒いられない。上記の第3の
方誌は， 到amalva株細胞が浮遊培養で増殖しタンク培
養も可能なことから，比較的謹語格でインターフエロン
の大量生産を可能とする点で注目される。現在イギヲス
でこの方式によるインターフエロンの大量生産が行なわ
れている。 しかしながら Namalva株細胞が EBウイ
ルスのゲソムの一部を保持している点に危慎の念を持つ
研究者もいる。
上記のインクーフエロン辻 I型インタ}ブエロンとし
て分類されているが，これに対してE型，あるいは免疫
インターフエロンといわれるものの存在が証明されてい
る。 この型のインターフエロンはリンパ球，主として 
T cellを con A あるいはぶどう球菌の enterotoxin
などの mitogenで刺戟するか，投票抗体反応の結果と
して産生されてくるものである。 E型インターフエロン
はI型のそれと異な!JpH 2.0において不安定であ孔
抗原性も異なっているが，大量生産が霞難であるためそ
の糖製も不完全で生記学的性状は未だ明らかでない。
インターフエロンの臨床応用としては，その抗ウイル
ス作用に基くものと，近年明らかにされてきた細胞増殖
抑制作用に基くものとがある。前者に関連しては， 1976 
年スタンフォード大学の Meriganらはとト岳血球イン
ターフエロンを慢性3型肝炎患者に注射 (103-104U/kg/ 
day)して， HBs抗原， HBc抗原錨，および Dane粒
子の DNAポリメラーゼ活性の低下を観察し， B型肝
炎tこ対する治療に大きな希望を与えた。同年ベルギーの 
Jレーヴェン大学の Desmyterらは陪大学の RegaIn-
stituteで作製されたヒト線維芽締胞インタ}フエロン
を用いてB型肝炎の治療実験の結果を発表した。
インターフェロンの多面的な作用の中で密細起に対す
るその増殖抑制作用法今日最も注目されているものであ
る。スウェーデンの Stranderらの白血球インターブエ
ロンによる骨肉腫の蹄転移の抑制についての報告以来，
インターフエロンは抗蓮荊としても期待されるようにな
った。しかしその龍床効果は，種々の悪性撞蕩に対して
今後更に』摸重に検討する必要がある。
インターフエロンがヒトの NK結胞の活性を高める
ことが四78年 Trinchieriらによって報告された。イン
ターフエロンの抗癌作用は直接的な腫蕩細胞の増殖抑制
に加えて NK細胞を介しての詫接作用も充分期待され
よう。インターフエロンの拡ウイルス作用の機非につい
てはそれがウイルスタンパクの合成にかかわる initia-
tion factorの不活化， および endonucleaseの活詮イ乙
によることが最近示唆されている。一方，インクーフエ
ロンの抗組抱作用については未だ、明らかでない。それは
現在われわれの最も努力を傾注している研究課題であ
る。
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